
8⽉第 2週の礼拝説教 
■⽇ 時：2026 年 8 ⽉ 9 ⽇（⽇）10：30〜11：30 聖霊降臨節第 12 主⽇ 
■説 教： 保科けい⼦牧師 
■聖 書：新約：マルコによる福⾳書 10 章 13〜16 節（新約 P81） 
■説教題：「 ⼦供のように 」  
■讃美歌：52 （ 歌え⾼らかに 地の果てまで、） 

    404（ あまつましみず ながれきて） 
 

先週８⽉２⽇の週報に「⽇本基督教団では8⽉の第1週の主の⽇を平和聖⽇と定め、平和を祈る⽇とし
ています。1945（昭和20）年8⽉6⽇の8時15分、広島市内に原⼦爆弾が投下された出来事が由来になっ
ています。」と記しました。その由来となっているのは、正確には、世界平和を祈る⽇として広島県広
島市が制定した「平和記念⽇」とも呼ばれている⽇です。 そのことと関係があるのかもしれませんが、
先週の8⽉6⽇（⽊）には、「戦場のピアニスト」という2003年に公開された映画がBSで放映されていま
した。ポーランド⼈のロマン・ポランスキー監督が制作した、第⼆次世界⼤戦中の1939年に、ナチスド
イツがポーランドに侵攻したときからのワルシャワを舞台にした作品です。そのような中で⽣きのびた
実在のユダヤ⼈ピアニスト、シュピルマンの⾃伝を映画化したのです。⽇本でその映画が劇場公開され
たときに、私は当時、静岡県の藤枝教会におりましたので、静岡市の映画館まで出かけて観たことを覚
えています。映画の中で流れるショパンのピアノ曲を聴いて、しばらく聞けなくなっていたピアノ曲を
久しぶりに聞いてみようと思ったので、覚えているのです。また映画の中で、多くのユダヤ⼈たちと共
に、シュピルマンの家族も強制収容所へと向かう家畜列⾞に乗せられるのを待っているときに、⽗親が
最後の⼿持ちのお⾦で⼀粒のキャラメルを買い、⽊⽚で家族の分に切って配る場⾯があります。彼らは
ユダヤ⼈ですからユダヤ教の信徒のはずなのに、なぜか、その場⾯が主イエスキリストの最後の晩餐と
重なって⾒えてきたのは、不思議でした。その後、私は2010年にショパン⽣誕200年を記念したツアー
で、ワルシャワのゲットー跡地まで訪ねることができました。多くのユダヤ⼈たちが隔離されて住まわ
せられていたはずなのに、その⼟地の狭さに胸が張り裂けそうな思いがしました。私が8⽉⽣まれとい
うこともありますが、8⽉になると、8⽉や平和に関係のある出来事を思い出すことが多くなりました。 

 
さて、本⽇の聖書箇所のマルコによる福⾳書10章13節から16節にまいりましょう。「主イエスに触れ
ていただくために、⼈々が⼦供たちを連れて来た」と語られています。最後の16節に「⼿を置いて祝
福された」とあるように、⼈々は⼦供たちを祝福してもらおうとして連れて来たのです。⽇本でも、七
五三を始めとして様々な形で、⼦供の健やかな成⻑を願うことが⾏われています。おそらくこの⼈々も
そういう素朴な思いで、すでに病⼈を癒したりさまざまな奇跡をなさったり、⼦供に対して優しく接し
て下さったりする主イエスの評判を伝え聞いて、主イエスのもとに来たのでしょう。しかし、主イエス
の弟⼦たちはこの⼈々を叱り、追い返そうとしたのです。もし、私たちも弟⼦たちの⽴場にいたら同じ
ことをしたかもしれません。なぜなら、主イエスはエルサレムに向かって、かなりハードな移動をなさ
っておられたので、周囲の弟⼦たちにもその張り詰めた緊張感が伝わっていたと思われるからです。次
の11章には、主イエスがエルサレムに⼊られたことが語られており、その週の内に主イエスは捕えられ
⼗字架につけられて殺されるのです。つまり、10章から始まったエルサレムへの旅は⼗字架の苦しみと
死へと続く歩みです。主イエスはそのことをはっきりと⾃覚しておられましたので、既に⼆度にわたっ
て、ご⾃分が間もなく捕えられ殺されることを予告しておられたのです。しかし、弟⼦たちには、主イ
エスがこれからかなり緊迫した⼤事な場⾯を迎えようとしておられることは感じられても、その中⾝は
⼗分には伝わっていなかったのでしょう。お疲れになっておられるのではないか、先⽣にできるだけ余
計な負担をかけないようにしなければ、と彼らは考えていたと思います。ただでさえ、主イエスのもと
には多くの⼈々が来て、病気を治してもらおうとしたり、敵対しているファリサイ派の⼈々などが論争



をしかけたりしていたのです。この上、⼦供たちにまでまつわりつかれたら、主イエスは疲れ果ててし
まう、弟⼦たちはそういうことから主イエスを守ろうと配慮し、気配りをしているのです。 
  

ところが、1４節には、「イエスはこれを⾒て憤り」とあります。この「⼦供を祝福する」という話は、
マタイによる福⾳書にもルカによる福⾳書にも記されていますが、主イエスが「憤られた」ことを語っ
ているのは、マルコによる福⾳書だけです。マタイによる福⾳書もルカによる福⾳書も、マルコによる
福⾳書を⼟台として書かれていると⾔われています。そうすると、マタイとルカはこの話を取り上げる
ときに、マルコにはあった主イエスの「憤り」を削除したと考えられます。そこには、この程度のこと
で「憤る」のは主イエスらしくない、という思いがあったのかもしれません。後の時代になると、主イ
エスのイメージも少しずつ⼈々の理想を反映しているのかもしれません。しかし、最初に書かれた福⾳
書であり、使徒ペトロの直接の証⾔を元にしているところが多いと⾔われるこのマルコによる福⾳書は、
主イエスが憤られたことをはっきりと記しているのです。主イエスは、⼦供たちを連れて来た⼈々を叱
って追い返そうとした弟⼦たちを⾒て憤り、彼らをお叱りになったのです。「⼦供たちをわたしのとこ
ろに来させなさい。妨げてはならない」と主イエスはおっしゃいました。ここで注⽬したいのは、弟⼦
たちは、⼦供たちを連れて来た⼈々を叱ったのですが、主イエスがおっしゃったのは、「⼦供たちをわ
たしのところに来させなさい」という招きの⾔葉だったということです。主イエスは、⼦供たちへの祝
福を求めている⼈ （々おそらく⺟親などでしょう）の願いをそのまま認め受け⼊れておられるのではな
い、ということが分かります。主イエスが、「わたしのところに来させなさい。妨げてはならない」と
語りかけているのは、⼦供を祝福して欲しい⼈々ではなくて、⼦供たちなのです。 

 
 主イエスがそのように⼦供たちを喜んで迎え⼊れ、祝福を与えようとしておられるのは何故なのでし
ょうか。それは 14 節の後半にあるように「神の国はこのような者たちのものである」ということから
です。「神の国」それは主イエスが宣べ伝えていた福⾳の中⼼です。マルコによる福⾳書 1 章 15 節をご
⼀緒に確認してみましょう。主イエスは伝道を始められたときから、「時は満ち、神の国は近づいた。
悔い改めて福⾳を信じなさい」と語り続けて来られたのです。神の国とは、神様のご⽀配という意味で
す。神様が恵みをもって私たちを⽀配して下さる、その神のご⽀配が今や実現しようとしている、と主
イエスは最初から告げておられたのです。主イエスがなさった数々の癒しや奇跡は、この神様の恵みの
ご⽀配の現れであり、それを証しするものでした。主イエス・キリストは、神の国を⼈々に⽰し、⼈々
をそれにあずからせるためにこの世に来られたのです。その神の国、神様の恵みのご⽀配にあずかるこ
とができるのは、⼦供のような者たちなのだ、だから⼦供たちをわたしのところに来させなさい、と主
イエスはおっしゃったのです。 
 
 では「⼦供のように」とはどういうことでしょうか。⼦供のように純真で汚れを知らない、というこ
とでしょうか。そうではありません。⼦供は純真であり汚れを知らないという考え⽅は、聖書には⾒当
たりません。⼦供には罪や汚れがない、というのは⼤⼈の勝⼿な願望に過ぎないことが分かります。⼦
供は⼦供なりにやはり罪を持っているのです。むしろその罪が、⼤⼈の場合よりもよりストレートに現
れるのです。主イエスが「神の国はこのような者たちのものである」とおっしゃったのも、決して⼦供
を理想化して⾔っておられるのではありません。15 節をご覧ください。「はっきり⾔っておく。⼦供の
ように神の国を受け⼊れる⼈でなければ、決してそこに⼊ることはできない」とあります。純真な汚
れを知らない者としてではなく、神の国をストレートに受け⼊れる者として⼦供が⾒つめられているの
です。「受け⼊れる」はこの場合、積極的な⾏為として語られているのではなくて、与えられたものを
ただ受けるという受動的なこととして⾒つめられているのです。ここに出て来る⼦供たちは、⼈々に連
れて来られた者たちであることが⼤事です。つまり、その⼦供たちは、⾃分の意志で主イエスのもとに
来たのではありません。⼦供たちは、主イエスの祝福を全く受動的に、ただ⼀⽅的に受けるのみです。
ただ神様の恵みをいただくしかできない者です。主イエスはそのような⼦供たちを喜んで迎え⼊れて下



さり、彼らを抱き上げ⼿を置いて祝福して下去ったのです。 
 
 「神の国はこのような者たちのものである」というみ⾔葉は、神の国、神様の恵みのご⽀配はこのよ
うにして与えられるのだ、ということです。神の国に⼊り、その恵みにあずかるためには、何らかの資
格や条件を満たさなければならないのではありません。⼦供のように無邪気で純真で素直な者だけが神
の国に⼊ることができる、ということでもありません。⾃分の中には、神の国に⼊るに値する資格や相
応しさなど何⼀つないのに、ただ神様の恵みと憐れみによって私たちは、神の国に迎え⼊れられるので
す。主イエス・キリストはそういう恵みを私たちに⽰し、与えて下さっています。私たちはこの⼦供た
ちと同じように、主イエスからその恵みをただ受けることしかできないのです。そのことを⾒つめる時
に、主イエスの弟⼦たちに対するあの憤りの意味が⾒えてきます。主イエスは、9 章の 36 節、37節で
も、⼀⼈の⼦供を抱き上げて、「わたしの名のためにこのような⼦供の⼀⼈を受け⼊れる者は、わたし
を受け⼊れるのである」と弟⼦たちにお語りになりました。⼦供のように神の国を受け⼊れることと、
⼀⼈の⼦供を受け⼊れることはつながっています。主イエスが、何の条件も整えることもできない⼦供
のような私たちを受け⼊れて下さり、私たちは主イエスに抱かれて祝福をいただいています。それゆえ
に私たちも、主イエスのもとへと⼈々を連れていくことができる者へと変えられていくのです。 

 


